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【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

事業評価シート(R3年度事業評価用)

令和３年度決算額（千円）

4,862正職員

何を

どのくらい

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ会計年度任用職員

（臨時雇用員） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ会計年度任用職員

（旧嘱託）

令和２年度決算額（千円）

0

4,6194,648143

0

143143

873

令和３年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の
主な内訳

項
目

4,648

1,000 828

負担金 1,000 828

873

令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）

令和２年度決算額（千円）令和元年度決算額（千円） 令和３年度決算額（千円）

4,862

2940010

0

143

001番号

岐阜市農業振興ビジョン、第3次岐阜市食育推進計画

0

4,619143143

0

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円）

0

令和３年度
（実施内容）

食農教育活動委託　26団体
実行委員会主催の農作業体験　3回　等

令和元年度決算額 令和２年度決算額 令和３年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

事業の目的

農作業体験等の実施
食農教育活動

人日（人）

農作業体験、収穫祭等の開催

負担金1,000千円

事 業 名

担当部名 経済部 担当課名

誰に

食農教育児童実践支援

農業委員会事務局

実施方法 加入団体負担金

市内の小学生

実施期間

令和３年２月に策定された岐阜市農業振興ビジョン及び平成３０年３月に策定された第３次岐阜市食育推進計画に基
づき、市民・消費者の理解促進のため、市民、特に教育機関と連携した子ども達への食農教育の充実に取り組む。
また子ども達の農業への関心を醸成し、農産物に対する理解、食に対する意識を高めるとともに、健康でより充実した
食生活の実現を目指す。

事業の内容

根拠法令・関連計画

事
業
の
対
象

平成23 年度年度～

補助等 補助等の種類 実施主体 岐阜市食農教育児童実践支援事業実行委員会

0

令和３年度決算額（千円）

0

減価償却費
【施設管理】

 （C）

令和元年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円） 令和３年度決算額（千円）
総事業費（E）=A+D

1,000 828

収入内訳

計（D）=B+C

5,862

国庫支出金

市債

令和元年度決算額（千円）

その他

計（Ｆ）

873

5,862

5,476

5,492
令和３年度決算額（千円）

5,492

5,476

00

令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和２年度決算額（千円）

0



【６.コストバランス】

【７.指標】
アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

【８.評価】

　公平性
 （受益者及び受益者負担は適正か）

　※【２】【６】【７】から
高

市内全地区を対象としているため、受益者は適正。
小学校教育と連動しての実施であるため、受益者負担は無しと
するのが適正。

 〔総合評価〕
 （現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

改善
(統

合・縮
小含
む。)

市民・消費者の農業理解促進のため、継続して食農教育を実
施する必要がある。
ただし、岐阜市健康ふれあい農園の閉園に伴い農作業体験の
圃場が確保できないため、実施内容に関して大幅に見直す必
要がある。

　必要性
 （①目的が市民・社会のニーズに合っているか）

 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））

　※【１】【２】から

高

岐阜市農業振興ビジョンにおいて消費者理解促進・食農教育
の推進として取り組む事業であり、特に子ども達への食農教育
を充実させる必要がある。

市内小学生に均一に機会を提供するために、市が主体となっ
て実施する必要がある。

　効率性
 （①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか
　　　　　　　　　　　　 （広域・民間活用・市民協働））

　※【１】【３】【４】【５】【６】から

高

新型コロナウイルスの影響で減少していた実施小学校数及び
参加児童数が以前の数値に近づいてきており、費用対効果は
改善されている。

小学校、農業者、ぎふ農業協同組合等との協働で実施してお
り、効率的と考える。

　有効性
 （期待した効果が得られたか

　又は計画した将来に効果が得られる見込か）

　※【２】【７】から

中
新型コロナウイルス感染防止対策の影響で実施小学校数及び
参加児童数の目標は達成出来なかった。
将来的に効果が得られるよう手法を模索する。

目標値 7,000 7,000 7,000
実績値 7,700 4,788 6,507

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ○（達成） ×（未達成） ×（未達成）

成果指標名 食農教育参加児童数 単位 人
令和元年度 令和2年度 令和3年度

令和元年度 令和2年度 令和3年度

目標値 52 52 52
実績値 52 35 32

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 761 1,144 844

活動指標名 食農教育実施小学校数 単位 校

受益者負担額（千円） 0 0 0
受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

令和元年度 令和2年度 令和3年度

事業受益者 市内小学生 市内小学生 市内小学生
受益者数 7,700 4,788 6,507


